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テ
ニ
ス
部

平
成
13
年
11
月
に
発
足
し
、
現

在
会
員
数
は
約
600
名
で
、
原
則
と

し
て
年
2
回
事
業
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

①
1
月
3
日：

初
打
ち
会
（
母
校

コ
ー
ト
）
と
新
年
会

②
5
月
下
旬：

総
会
と
O
B
交
流

会
（
母
校
コ
ー
ト
）

平
成
17
年
は
、
5
月
22
日
開
催

予
定
の
総
会
と
O
B
交
流
会
は
雨

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
1

月
3
日
開
催
の
初
打
ち
会
で
は
顧

問
の
土
谷
先
生
、
現
役
４
名
を
含

む
計
19
名
が
楽
し
く
プ
レ
イ
し
ま

し
た
。

岡
山
朝
日
高
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会

T
E
L
086 -233 -6346

メ
ー
ル

m
taki

＠po1.oninet.ne.jp

（
瀧
　
正
敏
・
昭
和
32
年
卒
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

毎
年
１
月
２
日
に
Ｏ
Ｂ
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

次
回
Ｏ
Ｂ
会
開
催
の
ご
案
内

™

期
日：

平
成
18
年
１
月
２
日
b

™

時
間：

正
午
よ
り
ト
ス
ア
ッ
プ

™

会
場：

岡
山
朝
日
高
校
体
育
館

™

懇
親
会：

Ｏ
Ｂ
戦
終
了
後

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
宛
に
案
内
の
ハ
ガ

キ
を
送
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
今
年
度
幹

事
の
陶
山
理
（
平
成
15
年
卒
）
ま

で
。

お知らせ
卒業してから３年半になり、就職、進
学等に臨まれる方も多いことでしょう。
そこで同期会を開き皆様のお話を聞

きたく思っております。
県外に出ている皆様もどうか御都合

をつけて参加してください。
皆様の参加をお待ちしております。

槇野　剛・難波昭吉（ ）川上雅代・村木　彩
開催日　平成18年１月４日
会　場　岡山全日空ホテル

2005年1月3日
合同初打ち会　参加者19名

二
九
会
（
昭
和
29
年
卒
）
の

皆
さ
ん
が
卒
業
50
周
年
記
念
行

事
と
し
て
昨
年
10
月
4
日
に

「
講
演
と
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

の
会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
、
会
場
の
岡
山
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
母
校
の
全
在

校
生
、
先
生
方
、
父
兄
な
ど
1

9
0
0
人
を
招
待
し
「
知
識
と

感
動
」
を
テ
ー
マ
に
東
大
名
誉

教
授
の
養
老
孟
司
氏
の
講
演
と

ロ
シ
ア
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

イ
リ
ー
ナ
・
メ
ジ
ュ
ー
エ
ワ
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

俳
優
の
児
玉
清
さ
ん
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。

養
老
孟
司
氏
の
講
演
は
、
生

徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
講
演
の

演
題
で
あ
る
「
生
き
る
た
め
に

不
可
欠
な
も
の
」
は
何
か
を
考

え
て
み
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た

様
で
し
た
。

「
人
は
自
分
が
変
ら
な
い
も
の

だ
と
思
い
が
ち
だ
が
、
本
気
で
生

き
て
い
る
と
人
は
変
わ
る
も
の

だ
。
相
手
を
変
え
よ
う
と
す
る
事

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
を
変

え
れ
ば
良
い
」
な
ど
と
、
生
徒
達

の
目
の
輝
き
に
感
心
し
身
を
乗
り

出
し
語
り
掛
け
て
い
た
養
老
氏
か

ら
「
朝
日
高
校
の
生
徒
達
の
意
識

レ
ベ
ル
は
極
め
て
高
い
。
是
非
生

徒
達
か
ら
の
講
演
の
感
想
を
聞
か

せ
て
欲
し
い
」と
ご
希
望
が
あ
り
、

そ
の
後
多
数
の
感
想
文
が
養
老
氏

へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

イ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
演
奏
は
、
シ

ョ
パ
ン
の
「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」
な

ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
で
し
た
が
、

合
間
に
解
説
や
ト
ー
ク
も
交
え
、

生
徒
達
か
ら
の
質
問
に
も
、
日
本

語
で
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

情
感
豊
か
な
音
色
と
迫
力
あ
る

力
強
さ
に
魅
了
さ
れ
た
聴
衆
の
皆

さ
ん
か
ら
、「
素
晴
ら
し
く
感
動

し
ま
し
た
」、「
キ
ラ
リ
と
輝
く

音
色
に
陶
酔
し
ま
し
た
」、
な

ど
の
賛
辞
が
続
き
ま
し
た
。

更
に
「
ア
タ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス

Z
」
の
掛
け
声
と
共
に
会
場
を

湧
か
せ
な
が
ら
登
場
し
た
児
玉

清
氏
の
ソ
フ
ト
な
語
り
口
、
品

位
と
知
性
に
溢
れ
当
意
即
妙
な

司
会
は
、
こ
の
会
の
成
功
に
花

を
添
え
ま
し
た
。
児
玉
氏
が
終

了
後
も
大
勢
の
生
徒
に
長
時
間

丁
寧
に
声
を
掛
け
な
が
ら
サ
イ

ン
に
応
じ
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
の
進
行
に
は

生
徒
の
皆
さ
ん
が
マ
イ
ク
係
、

放
送
案
内
、
講
師
へ
の
質
問
や

花
束
贈
呈
な
ど
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
卒

平
14
卒
同
期
会

言
ず
つ
頂
い
た
と
き
に
は
、
懐
か

し
い
思
い
出
話
が
数
多
く
飛
び
出

し
高
校
時
代
の
記
憶
が
鮮
明
に
よ

み
が
え
っ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。
高
校
卒
業
以
来
の
再
会
で

あ
る
同
窓
生
も
多
く
話
し
が
盛
り

上
が
り
、
３
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
次
回

は
、
５
年
後
が
わ
か
り
や
す
く
て

い
い
と
い
う
数
学
の
難
波
先
生
の

言
葉
で
同
窓
会
を
散
会
し
ま
し

た
。

（
長
汐
　
晃
輔
）


